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１
１

風が、光が、季節が、師る。

たおやかに、しなやかに師る。

やわらかいワルツの調べに乗づて、
と､ I ･ 憐な花々が曲線を拙きながら蹄る。

人も、峰ろやかにスイング姑める、春。
いまシティは、ミュージアムステージだ。

心も、体も、リラックス気分で

ファンタジツクドリームしよう。
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ゅ田臆真珠

時
を
見
つ
め
な
が
ら
、
時
が
過
ぎ
て
し
ま
う
。

チ･ ﾘ ﾝ ｸ ﾝ珂ヤモンＫルビー他／K l 8／1 , 6 0 0 , 0 0 0円●この広告に関するお問い合せは､〒6 5 o神戸市中央区
２田崎真珠企画広報部(TELO78-302-3321)まで。いろいろな特典のあるプラスワンカードの会員募集中ですqノ
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小
動
物
の
よ
う
に
ス
バ
シ
コ
イ
こ
の
娘
の
名
は
カ
ル
メ
ン
で
あ
っ
た

中
西
勝
〈
一
一
紀
会
〉
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４月７日(火)午後6:00～8:３０
会場／サンボーホール２階

費／一般1 0 , 0 0 0 円神戸っ子倶楽部会員9 , 0 0 0 円

主催／月刊神戸つ子神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ恋0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6 後援／神戸百店会

祝。神戸開港1 2 0 年

☆ ☆

☆ ☆

☆

ニーユー式､)ソ
☆

一

戸着

３
噸
僻

Ｉ

Ｐｆ：秋満義孝Ｖｏ：キャンディ浅田

大内正義ラッフィングジャズオーケストラ

・第１６回ブルーメール誉表彰式

ノヘ

山西史子中西党松原政祐楠本喬章望月美佐
〈文学部門〉〈音楽部I T I 〉〈美噺部門〉〈捧台芸術部門〉〈ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 部曲〉

･ 昭和6 1 年度挿戸酒徒番附表彰式
･ﾁｬ ﾘ ﾃ ｨ福引大会･ｻﾝバﾌｨｰ バー <鯉簿2詞
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: 今、シンワからお届けします。

J屋

、

新･ 神戸服
山から海へのj 、

緑と青の光映

従来のＫＯＢＥ感覚を越えた

新しい

ファッション・ウェーブ‘

きんちかシティエレガンス店／中央区

;outiquo
e 々ＬＷ匹

センター街本店〆中央I 冠三富町2 －１０－７
ＴＥＬ、3 2 1 - 0 2 0 0 . 3 3 1 - 3 0 9 8

ノ

- 昌宮町1 - 1 0 - 1 ＴＥＬ、3 2 1 - 5 2 5 4

、，

新･ 神戸服Ｉ
山から海への風

緑と青の光映

従来のＫＯＢＥ感覚を越えた

新しい

ファッション・ウェーブ‘

今、シンワからお届けします。

血&;K薯tL．
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ときにダイヤモンドは罪つくりな恋人です。

元町２丁目ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表
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神
戸
ら
し
さ
を
求
め
て

神
戸
の
北
野
通
に
、
ま
た
新
た
な
名
所
が
出
現
し
た
。
そ
の
名
も
『
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
』
。
広
い
敷
地
を
賛
沢
に
使
っ
た
揃

酒
な
建
物
が
、
行
き
交
う
人
々
の
眼
を
奪
う
。
そ
の
建
物
を
設
計
し
た
の
が
天
藤
久
雄
さ
ん
。

昭
和
別
年
に
福
井
で
生
ま
れ
た
天
藤
さ
ん
は
、
配
才
の
時
に
初
め
て
神
戸
の
土
地
を
踏
ん
だ
。
「
阪
急
電
車
に
乗
っ
て
い
て
、
パ
ッ
と

広
が
っ
て
観
え
た
六
甲
の
山
と
空
が
、
日
本
海
の
空
と
違
っ
て
明
る
く
、
感
動
し
ま
し
た
。
」
と
語
る
。
そ
れ
か
ら
約
加
年
。
１
年
間
の
海

外
放
浪
生
活
を
挟
ん
で
、
神
戸
で
仕
事
を
続
け
て
き
た
。
昭
和
印
年
に
独
立
し
て
、
天
藤
設
計
事
務
所
を
開
設
。
生
田
筋
の
ム
ー
ン
ラ
ィ

ト
ビ
ル
や
、
北
野
の
ら
ん
ぷ
博
物
館
。
異
人
館
倶
楽
部
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
等
は
、
天
藤
さ
ん
の
設
計
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
常
に
興
味
が
あ
る

の
は
住
宅
と
か
。
「
設
計
は
住
宅
に
始
ま
り
、
住
宅
に
終
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
神
戸
ら
し
い
住
宅
を
ぜ
ひ
設
計
し
た
い
で
す

ね
」
。
ま
た
、
面
白
い
仕
事
に
恵
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
仕
事
場
で
最
初
か
ら
面
白
い
も
の
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
た
だ
、

ど
こ
か
面
白
い
も
の
は
な
い
か
、
と
探
し
て
行
く
か
ら
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
す
。
」
と
厳
し
い
意
見
を
吐
く
。
活
動
は

全
国
的
だ
が
、
や
は
り
神
戸
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
神
戸
で
良
い
建
物
を
設
計
し
た
い
と
か
。
若
々
し
く
、
個
性
溢
れ
る
設
計
家
と
し
て
、

今
後
の
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
〈
天
藤
設
計
事
務
所
に
て
〉

一一ー

【
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神

べ麺

！；； Ｉ

戸
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カ
メ
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ｆこんにちは赤ちゃん瓜

岡由実ちゃん／芦屋市朝日ヶ丘町
満１才の誕生日を迎えて

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科蔓柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

公芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

美しい森と清らかな湖の香りを
想わせる味わいです。

FlI1騨NDlIk
1 4 ケ入￥1 0 0 0 2 1 ケ入￥1 5 0 0 2 8 ケ入￥2 0 0 0

－ 北欧の銘菓一

ユミノt仏.｡刀工外
本社・神戸市中央区熊内町１－８．－２３念2 2 1 - 1 1 6 4
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〈
フ
ル
ー
ト
奏
者
〉
カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫

中
学
に
入
学
し
た
と
き
は
運
動
部
に
入
部
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
れ
が
友
人
に
誘
わ
れ
て
見
学
に
行
っ
た
吹
奏
楽
部
に
、
な
ん
と
な

く
入
部
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
吉
岡
さ
ん
と
フ
ル
ー
ト
と
の
出
会
い
だ
そ
う
だ
。
続
い
て
高
校
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に
所
属
。
将
来
は

中
学
校
の
音
楽
の
教
師
に
と
、
四
才
か
ら
続
け
て
い
た
ピ
ア
ノ
で
、
神
戸
大
学
教
育
学
部
音
楽
科
へ
進
学
す
る
。

在
学
中
、
フ
ル
ー
ト
の
山
腰
直
弘
氏
に
師
事
す
る
う
ち
、
プ
ロ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
り
た
い
と
、
卒
業
後
も
研
究
生
と
し
て
大
学
に
残

る
。
そ
の
年
の
九
月
、
兵
庫
県
音
楽
協
議
会
主
催
の
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
こ
の
と
き
演
奏
す
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
と
同
時
に
プ
ロ
と
し
て
の
自
信
も
つ
い
た
。

そ
の
後
ソ
ロ
演
奏
の
ほ
か
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
室
内
楽
と
の
協
演
も
数
多
く
、
海
外
で
の
活
動
で
も
好
評
を
博
す
。
演
奏
活
動
の
か
た

わ
ら
、
子
供
た
ち
へ
の
フ
ル
ー
ト
教
室
の
指
導
に
も
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。
「
ピ
ア
ノ
の
場
合
、
た
た
く
と
音
は
そ
の
ま
ま
消
え
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
フ
ル
ー
ト
っ
て
い
う
楽
器
は
、
歌
と
同
じ
で
音
が
ふ
く
ら
ん
だ
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
美
し
く
つ
な
が
る
と
こ
ろ
に
魅
力

を
感
じ
ま
す
ね
。
音
色
が
自
分
に
合
っ
て
い
た
ん
で
す
」
。

四
月
は
じ
め
に
は
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
、
テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
と
の
協
演
が
侍
っ
て
い
る
。
一
人
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
、
全
曲
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
と
い
う
の
は
、
関
西
で
は
は
じ
め
て
の
試
み
だ
そ
う
だ
。
「
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
の
妙
味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
吉

岡
さ
ん
の
笑
顔
が
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
か
が
や
い
た
。
〈
自
宅
レ
ッ
ス
ン
室
に
て
〉

頻重‘

●
ふ
く
ら
み
と
つ
な
が
り
の
美
し
さ

抽
叩
戸
〆〕

子
Ｗ
】

｣

吉
岡
美
恵
子

．
》

冨謹鶏謹聴､息且
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お
互
い
に
学
び
あ
う

楽
し
さ
を

坂
野
惇
子
〈
？
Ｇ
関
西
委
員
長
〉

ザ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
こ

の
業
界
に
携
わ
る
女
性
管
理
職
者
ば
か
り

の
非
営
利
団
体
で
、
相
互
研
鏑
に
よ
り
働
く

後
輩
を
育
成
し
、
こ
の
業
界
の
発
展
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
職
種

は
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
・
流
通
・
販
売
・
服

飾
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
美
容
・
宣
伝
・
編
集

・
教
育
等
、
大
変
巾
広
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
分
野
で
各
々
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日

本
Ｆ
・
Ｇ
は
約
二
十
年
前
、
国
際
的
な
ザ
．

Ｆ
・
Ｇ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
の
支
部
と

し
て
発
足
致
し
ま
し
た
が
、
十
年
前
に
通
産

省
認
可
の
社
団
法
人
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
は
約
二
百
名
で
東
京
で
毎
月
、
各

分
貿
云
が
勉
強
会
を
開
き
、
年
に
一
度
は

大
き
な
イ
バ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
関
西
在
住
の
会
員
は
約
四
十
名
で
、
関

西
で
も
各
月
に
勉
強
会
を
開
き
春
に
は
今

日
の
よ
う
な
小
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
秋

に
は
約
六
百
名
の
業
界
関
係
者
を
対
象
と

し
た
本
格
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
各
世
代
の
異
業
種

の
著
名
な
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
六
人
の
方

々
に
、
各
々
の
充
実
し
た
人
生
の
生
き
方

を
個
性
的
に
語
り
あ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

約
三
百
名
近
い
入
場
者
で
元
気
な
質
問
も

多
く
、
皆
さ
ん
何
ら
か
の
刺
激
と
楽
し
い

ス
ペ

生
き
方
の
術
を
誉
十
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
こ
こ
数
年
、
関
西
委
員
で

活
躍
し
て
い
る
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
仕
事

を
楽
し
み
な
が
ら
、
Ｆ
Ｇ
の
目
的
を
も
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
・
大
阪
市
南
区
周
防
町
刃

服
飾
工
房
ク
ロ
内
壷
（
０
６
）
２
４
５
１
０
０
９
６

』
一示

‐
鮎

‘(?/‐
零舞
鴬悠，
刺
堂議｢綴

ある集いロザ･ ファッションｸ ﾂ ﾚ ｰ ﾌ ﾟ

尖

■

旬③

へ
’

｝
一

〆
』
壱 冨

濁

、ヶ

静.、』ﾗｒ

１
１
轟
許
１
レ
ｉ
駒

』』匂参
…
皇
，
‐
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爵
少萱ご酉

地
域
に
密
着
し
た

デ
ザ
イ
ン
を

中
西
省
伍
〈
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｃ
会
長
〉

神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
タ

イ
ト
ル
を
か
か
げ
た
の
に
呼
応
し
て
、

神
戸
在
住
の
個
々
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ジ

ョ
イ
ン
ト
、
Ｋ
・
Ｆ
・
Ｃ
（
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
）
を
結
成
、

は
や
十
四
年
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
デ
ザ
イ
ン
活
動
こ

そ
が
、
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｃ
の
使
命
と
考
え
、

毎
年
各
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
（
真
珠
業

会
、
西
脇
先
染
産
地
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ

ー
ズ
業
会
、
そ
の
他
各
繊
維
メ
ー
カ
ー

等
）
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
作
品
を
発
表
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

神
戸
の
核
と
し
て
、
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｃ
イ
ズ

ム
を
発
揮
、
研
究
に
発
表
に
皆
様
の
御

期
待
に
そ
え
る
よ
う
頑
張
る
つ
も
り
で

す
。Ｋ

・
Ｆ
．
Ｃ
の
理
念
に
御
参
同
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー

岡
原
加
代
子
、
専
崎
恵
美
子
、

中
島
嘉
子
、
中
西
省
伍
真
殿

恵
津
子
、
吉
田
叢
絵
、
米
谷
玲

子
、
川
崎
千
恵
子
、
大
西
節
子
、

武
田
昭
子
、
正
本
幸
子
、
（
順
不

同
）
計
十
一
名

■
連
絡
先
・
神
戸
市
巽
区
下
山
手
通
３
丁
目
吃
〜
而

肌
サ
ロ
ン
・
デ
・
モ
ー
ド
中
西
ま
で

鱒一 」

、ＭＩＪ

三

.婆覇
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一
峰
牢
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一
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害 ITF一
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痔
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学
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新しい関西を創造する総合雑誌
句 P

し
月４好評発売中¥5 8 0 (年噸繍）

胡
⑪

－
２
男
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
弐
八

乳
関
西
パ
ワ
ー
川
の

グ
ル
．
Ｌ
フ
霊
停
蕊
糾
懲
＆

調
評
叩
砺
醒
髭
と
埴
廻
浄
７

霞
早
鐘
認
収
関
西
経
済
連
合
会
次
期
会
長
に
聞
く
圃
四
全
総

に
物
申
す
圏
比
叡
山
開
祖
千
二
百
年
鼠

も
Ｏ
Ｂ
Ｐ
圏
神
戸
開
港
剛
年
四
六
甲
ア

・
鳥
・
〆
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
イ
ー

俄
か
に
脚
光
を
浴
び
る
男
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
オ
ー
ル
関
西
は
本

物
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
を
追
い
、
い
い
男
の
何
た
る
か
を
追
求
し
ま
す

窪
４

働
星

誌
化
し
」
廻
赫
爪
ｗ
描
時
産
見
△
云

蝕

型☆
麿
黒
グ
碓
野
タ
ビ
ュ
鵬

新
連
載

も
に
こ
れ
か
ら
の
関
西
を
考
え
る
。

鴎
謬
．
＃
逝
心
岬
爽
録
”
”
》
ｗ
郷
識
幽
両

蝿
騨
議
鮮
…
童
！
亀
論
議
識

騨
癖
騨
：

山
田
恵
諦

Ｍ

溌霜簡砿 ｒ
藷
哩

甲漉目１，砧
田

町
，
１
４

⑥⑥

劇
拳鵠
･ 鍵雑
鴫暮

地三塁
IHI＝ －

。
、
掌
、
礎

一
掬
Ⅷ
撒
蝋
勝

一
呼
撒
磯
聯

ソ
ョ
ン
宝
抄

に
聞
く
圃
四
全
総

但
千
二
百
年
鼠

剛
年
四
六
甲
ァ
一

二
一

Ｗ
博
覧
会
漣

、
鱒
・
心
鼠
．

詞
『
局
Ｌ
昌
導

諦
資
識
権
識
雫

津
謹
鍵
鯉
。
蕊
簿
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☆‘‘新しいのに､ 懐かしい，, ！
－大丸神戸店が新装オープンー

r ▲Ｌ１９
好む毎趣と

丑

リリ

！

ｉ
Ｉ
ｉ

エチオピア

１V''iI
i蕊嵐

孫雰

Ｆ' 鎧識聯彫 空

寧蟹

電圏

恥
～

①会場風景②神戸市の宮岡助役ら関係者によるテープカット③④国際色豊かな各国のブース⑤キューバ共和国のブースではキューバ図書の贈呈式も行われた。

第1 6 Ｍ神戸インポートフェアが２月２６日から３月１日まで神戸国際展示☆世界のお国自慢が場にて悶催された｡ 開港' 2 0 年の春懲飾る今側は､ 前胸' よりも大幅に上側る
２６ヵ国が参加。貿易不均衡が叫ばれる中、輸入拡大、市場開放は世界の一

一堂I 三雲麺､ 八鹿一鍵捌棚箇嚇蝋卿腰…割国家としての責任を果たす上で大きな意義を持つだけに、例年にない大一堂に勢揃い。
●コウベスナッゆ

由由

大丸神戸店が３月５日よりリフレッシュオープン。そのオープニングセレ
モニーが５日、同店の元町玄関前で開催された。ｒただ目新しいだけでは
なく、どこかにしっかりと本物やこだわりがある、しかも神戸らしい暮ら
しや生き方があふれている百貨店_ ｌを目指し､ " 新しいのに懐しい，‘をテ
ーマにスタートする新生大丸神戸店。オープニング当日は、世界のプリン
セスが各国の民族衣裳も華やかにくす玉割りなどのセレモニーを行った。

蟻

；
．

憩篭零
コ三一二

①オープニングセレモニーの目玉は世界のプリンセスによるくす玉割り②美女に囲まれた長津昭店長③よりファッショナブルに大変身した店内( 写真提供／読売新聞社）
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関
西
の
若
い
美
術
家
の
中
で
最
近
急
速
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
ひ
と
り
と
し
て
、
私
が
も
っ
と
も

注
目
し
て
い
る
の
は
、
河
崎
晃
一
君
で
あ
る
。
甲
南
大
学
で
経
済
を
専
攻
し
た
の
ち
染
色
の
勉
強
を
は
じ

め
た
変
り
種
だ
が
、
そ
の
仕
事
は
最
初
か
ら
工
芸
的
な
染
色
の
伝
統
か
ら
は
な
れ
て
、
布
を
素
材
と
す
る

新
し
い
表
現
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
一
、
二
年
は
さ
ら
に
布
の
平
面
的
な
フ
ォ
ル
ム

を
の
り
超
え
、
屈
曲
す
る
多
く
の
針
金
を
絡
み
合
わ
せ
た
上
に
、
小
さ
な
色
布
の
断
片
を
貼
り
つ
け
た
立

体
的
な
仕
事
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
立
体
的
と
い
っ
て
も
、
作
品
全
体
の
形
体
は
、
あ
く
ま
で

壁
に
平
行
し
て
横
に
拡
が
る
平
面
性
を
保
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
針
金
に
よ
る
軽
快
な
フ
ォ
ル

ム
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、
作
品
に
豊
か
な
視
覚
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
河

崎
君
の
近
作
は
、
立
体
の
空
間
的
性
格
と
平
面
の
イ
メ
ー
ジ
的
作
用
と
い
う
両
面
を
あ
わ
せ
も
つ
と
こ
ろ

に
、
大
き
な
特
色
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
二
月
、
大
阪
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
個
展
で
は
、
そ
う
い
う
立
体
と
平
面
の
中
間
に
位
置
す
る
作

品
十
数
点
が
発
表
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
線
と
色
彩
と
が
流
動
的
に
結
び
つ
き
つ
つ
軽
や
か
で
し
か
も
剛

健
な
空
間
を
生
み
出
し
て
い
た
。
同
時
に
展
示
さ
れ
た
色
布
に
よ
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
も
、
こ
の
作
家
の
優
れ

た
資
質
を
し
め
す
興
味
あ
る
仕
事
だ
っ
た
。
今
年
の
吉
原
治
良
賞
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
近
作
の
成
果
が
ひ
ろ
く
み
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
契
機
に

し
て
、
今
後
一
層
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

美
の
小
箱

河
崎
晃
一

文
・
乾
由
明
く
美
術
評
論
家
〉

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

蝿
蝕
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1 9 5 2 年
19 7 4年

19 8 0年

1 9 8 5年

１９８６年

1 9 8 7年

〕 品

"

操ｈ抵県芦j 墨『i 『生まれ
甲南大学雑済･ 学部卒. 業。
染色家中野光雄氏に師那。
僻l l m 廊（ﾉ くI 仮) 、ギャラリー・クレンケ（大阪）、モノ・アート・
ギャラリー（東京）にて脳峡
J A P A N I M P A C T A R T N O W （韓国美術館､ソウル･稗国）、第６Ｍ国
I 深インパクト・アート・フェスティバル（京都市美術館) 、ＡＤＤＷＯ
ＲＫＳ" 8 ５（大I 仮府蝉見代美術センター）、ＣＯＳＭＯＳ' 8 ５（大1 腹府
虻現代美術センター）諦釜山一大阪青年視覚展く匹１人1 伽廊､ 釜山
・赫凶）に出航 c
JAPANIMPACTARTNOW(韓国美術館､ソウル･赫国)､cro冨篇'''9ｓ
８６JAPAN一ＨＡＷＡＩＩ（ＴｈｅＡｒｔＬｏｆｔ，HonoluluHiUSA）

ＡＤＤＷＯＲＫＳ" 8 ６（蒜両廊) 、三人腰（第３美術館、ソウルー韓国）
誌山一大l 坂現代美術交流鰹( 大I 坂府迦現代美術センター) 、刻を
かける繊維（不二l l F l i 邸）に出品。
第4 Ｍ吉原鑑良賛美術ｺ ﾝ ｸ ｰ ﾙ 展催秀貨妥洪澗鰹一A B C ギヤ･
ﾗ ﾘ ｰ ( 大阪）
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